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人　口	19,729 人 [764] (  +1 [+2])
　男	 9,917 人 [293] (  －8 [－6])
　女	 9,812 人 [471] (  +9 [+8])
世帯数	 8,419 戸 [416] (+17 [+5])

※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

まちの動き 2 月 1日現在（前月比）

青空と緑と産業の町
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「
交
通
災
害
共
済
」は
、加
入
者
が
交
通
災
害（
交
通
事
故
に
よ
る

災
害
）に
あ
っ
た
と
き
、ケ
ガ
等
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
を
お
支

払
い
す
る
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。一
人
年
間
５
０
０
円
の
掛
金
で

一
万
円
か
ら
最
高
百
万
円
ま
で
の
見
舞
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

共
済
期
間	

平
成
29
年
4
月
1
日
～
平
成
30
年
3
月
31
日

　
　
　
　
　
（
中
途
加
入
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
か
ら
）

対 

象 

者	

本
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
方

共
済
掛
金	

一
人
年
額
5
0
0
円（
中
途
加
入
の
場
合
も
同
額
）

見
舞
金
額	

請
求
に
基
づ
き
、実
治
療
日
数
で
等
級
を
算
定
し
、支
払
わ
れ
ま
す
。

	

な
お
、次
の
場
合
に
は
、見
舞
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

	

自
殺
、無
免
許
運
転
、酒
酔
い
・
酒
気
帯
び
運
転
、故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
、

見
舞
金
受
取
人
の
犯
罪
行
為
、地
震
等
の
天
災
ま
た
は
暴
動
等
の
異
常
事
態
、

そ
の
他
著
し
い
法
令
違
反

申
込
方
法	

①
組
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
方

	

各
世
帯
に
地
区
役
員
の
方
等
が
申
込
書

を
持
っ
て
伺
い
ま
す
の
で
、掛
金
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

	

②
組
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
方

	

申
込
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、申
込
書
に

掛
金
を
添
え
て
、役
場
総
務
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
総
務
係
（
☎
2
7
5
‐
8
1
5
3
）

交
通
災
害
共
済
に

　
ご
加
入
く
だ
さ
い

色
いろかわ

川 大
だいきち

吉　氏

文化講演会
　

今
年
の
文
化
講
演
会
は
、
日
本
の
歴
史
家
（
近
代
日
本
史
）
で
東
京

経
済
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
色
川
大
吉
氏
を
お
招
き
し
、
「
歴
史
に
学

ぶ
現
代
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
三
笠
宮
崇
仁
親
王
の
学
友
で
あ
る
色
川
氏
は
、

親
王
の
お
話
か
ら
マ
ス
コ
ミ
ま
で
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
現
代
の
世
相
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
大
正
14
年
生
ま
れ
で
今
年
92
歳
を
迎
え
ら
れ
る

色
川
氏
の
お
話
を
聞
け
る
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。
参
加
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
３
月
26
日（
日
）

	

午
後
２
時
～
３
時
30
分

	

（
開
場
１
時
30
分
）

場
所　
総
合
会
館

	

２
階　
軽
運
動
室

演
題　
歴
史
に
学
ぶ
現
代

	

― 

憲
法
・
天
皇
制
・

	

マ
ス
コ
ミ
・
世
相 

―

講
師　
東
京
経
済
大
学

	

名
誉
教
授　
色
川
大
吉 

氏

定
員　
２
５
０
名

歴
史
に
学
ぶ
現
代

　
― 

憲
法
・
天
皇
制
・
マ
ス
コ
ミ
・
世
相 

―

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
立
図
書
館（
☎
2
7
5
‐
7
8
6
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
☎
2
7
5
‐
8
6
4
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
町
風
土
伝
承
館
杉
浦
醫
院
（
☎
２
７
５
‐
１
４
０
０
）

　

町
で
は
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
、
町
立
温
水
プ
ー
ル
の
利
用

料
金
（
使
用
料
）
を
改
定
し
ま
す
。
今
回
の
改
定
は
、
今
後
も

温
水
プ
ー
ル
を
適
切
に
維
持
管
理
し
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
い
く
た
め
に
、
利
用
者
の
皆
様
に
一
定
の
ご
負
担
を
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

利
用
料
金
の
改
定
に
伴
い
、
従
来
「
大
人
」
「
小
人
」
「
幼

児
」
と
し
て
い
た
区
分
を
、
「
一
般
」
「
子
ど
も
」
「
幼
児
」

に
見
直
し
ま
す
。

　

町
内
者
と
町
外
者
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
料
金
が
異
な
る
た

め
、
今
後
は
、
温
水
プ
ー
ル
の
初
回
利
用
時
に
年
齢
や
住
所

な
ど
を
確
認
し
て
利
用
者
登
録
を
行
い
、
「
利
用
者
証
」
を
交

付
し
ま
す
。
利
用
者
証
が
無
い
場
合
は
、
町
外
者
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ       

昭
和
町
立
温
水
プ
ー
ル（
☎
2
7
5-

9
8
1
1
）

　

                   

生
涯
学
習
課（
☎
2
7
5-

8
6
4
1
）

　
初
回
利
用
時
の
手
続
き 

　
　
　
　
　（
利
用
者
登
録
）

　

改
定
後
、
初
め
て
の
利
用
時
に
、

次
の
証
明
書
類
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

利
用
者
登
録
後
、
利
用
者
証
を
交
付

し
ま
す
。
な
お
、
利
用
者
証
の
有
効

期
間
は
、
登
録
日
か
ら
１
年
間
で
す
。

有
効
期
間
経
過
後
は
、
再
度
、
利
用

者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
者
登
録
に
必
要
な
も
の

［
昭
和
町
民
の
方
］

　
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生
証
、

生
徒
手
帳
な
ど
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
が
分
か
る
も
の

［
町
内
企
業
勤
務
の
方
］

　

社
員
証
、
保
険
証
な
ど
、
町
内
企

業
に
勤
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

も
の

［
町
外
の
中
学
生
以
下
の
方
］

　
保
険
証
、
生
徒
手
帳
な
ど
、
氏
名
・

年
齢
な
ど
が
分
か
る
も
の

温
水
プ
ー
ル

　   
利
用
料
金
を
改
定

これまでの利用料金
新しい利用料金（平成 29年 4月 1日以降）

町内者 町外者

大人 大人　300 円
一般　300 円

（回数券 12 回分・3000 円）
一般　500 円（※ 1）

（回数券 11 回分・5000 円）
高校生

小人　100 円中学生
子ども 100 円（※ 2）

（回数券 10 回分・1000 円）
子ども　200 円

（回数券 10 回分・2000 円）
小学生

３歳以上
小学生未満 幼児　 50 円 幼児　無料

※1 町内企業にお勤めの方は町内者一般回数券と同額の「企業回数券（12回分・3000円）」を利用できます
※2 毎週土曜日に、町内の小中学生に限り無料開放します（午後4時までに受け付けた方）

新旧の利用区分と利用料金
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押
越
の
黒く

ろ
さ
わ
ま
ひ
ろ

沢
真
紘
さ
ん
は
、
全

国
の
舞
台
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

を
頑
張
る
女
の
子
で
す
。

　

３
歳
で
ス
キ
ー
場
デ
ビ
ュ
ー
し
、

４
歳
か
ら
お
父
さ
ん
に
教
わ
り
な
が

ら
、
お
祖
父
さ
ん
と
一
緒
に
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
始
め
た
と
い
う
真
紘
さ

ん
。「
始
め
は
転
ん
で
ば
か
り
だ
っ

た
」
け
ど
、「
う
ま
く
な
り
た
く
て

続
け
た
」
そ
う
で
す
。
諦
め
ず
に
続

～
か
が
や
く
昭
和
の

人
～黒

くろさわ
沢 真

ま ひ ろ
紘 さん（9 歳・押越）

スノボできるのがうれしい！

け
る
う
ち
に
５
歳
で
タ
ー
ン
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
小
学
一
年
生
か
ら

は
公
式
大
会
に
も
出
場
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
真
紘
さ
ん
が
出
場
す

る
の
は
、
中
学
二
年
生
以
下
の
子
ど

も
た
ち
で
競
う
ユ
ー
ス
部
門
。
自
分

よ
り
も
学
年
が
上
の
子
た
ち
と
戦

い
、
昨
年
は
惜
し
く
も
１
点
差
で
４

位
に
。「
悔
し
か
っ
た
ー
」
と
、
１

年
間
磨
き
を
か
け
、
今
年
２
月
の
大

会
で
、
見
事
、
初
の
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
出
場
を
控
え
る
な

ど
、冬
は
毎
週
の
よ
う
に
大
会
遠
征
、

夏
も
屋
内
コ
ー
ス
を
備
え
る
御
坂
の

カ
ム
イ
で
練
習
に
明
け
暮
れ
る
真
紘

さ
ん
。「
今
、
や
り
た
い
こ
と
は
？
」

と
尋
ね
る
と
、「
ス
ノ
ボ
が
で
き
る

の
が
う
れ
し
い
！
」「
ロ
ン
グ
タ
ー

ン
が
上
手
に
で
き
る
と
楽
し
い
」
な

ど
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
、
何
よ
り

も
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
が
好
き
で
た
ま
ら

な
い
様
子
。「
も
っ
と
も
っ
と
上
手

に
な
っ
て
プ
ロ
資
格
を
取
っ
て
、
大

人
と
同
じ
一
般
部
門
で
滑
り
た
い
！
」

と
、
意
気
込
み
も
伺
い
ま
し
た
。

　

家
族
の
愛
情
に
支
え
ら
れ
、
夢
に

向
か
っ
て
か
が
や
く
小
さ
な
ス
ノ
ー

ボ
ー
ダ
ー
真
紘
さ
ん
。
寄
り
添
う
家

族
へ
、「
い
つ
も
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
、
感
謝
の
思

い
も
、そ
っ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

▶町長と語らいのとき
　日時：3月1日（水） 

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：3月10日（金） 

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶行政相談（※）
　日時：3月15日（水） 

午後1時～4時
　場所：中央公民館2階 会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：3月8（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　日時：3月11（土）・25日（土） 

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階 相談所
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談員出張相談（※）
　日時：3月10（金）・24日（金） 

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：3月17日（金）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

災
害
協
定
を
締
結

　

２
月
１
日
（
水
）、
町
で
は
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
活
動
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
に
関
す
る
協
定
」「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供

給
等
に
関
す
る
協
定
」
の
３
つ
の
災
害
協
定
を
、町
内
外
の
各
団
体
と
締
結
し
ま
し
た
。

広報昭和が『最優秀賞』『優秀賞』を受賞！
　1月23日（月）、平成28年度山梨県広報コン
クールの審査会が開かれ、広報紙部門（町村
部）において、本誌「広報昭和 平成28年10月
号」が『最優秀賞』に選ばれました。また、写真
部門（一枚写真の部）で、「広報昭和 平成28年
9月号表紙」が『優秀賞』に選ばれました。
　広報昭和の最優秀賞の受賞は、昨年に引き
続き2年連続3回目とな
ります。また、写真部門
の受賞は、平成24年12月
号表紙の入選以来2回目
で、優秀賞受賞は初めて
となります。

コミュニティ・スクー
ルを取り上げた広報昭
和 10 月号の特集

　

３
月
１
日
（
水
）
か
ら
７
日
（
火
）
ま
で
、
「
春
の
全
国
火
災

予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
全
国
統
一
防
火
標
語
は

「
消
し
ま
し
ょ
う  

そ
の
火
そ
の
時  

そ
の
場
所
で
」
で
す
。

　

期
間
中
は
、
町
の
防
災
行
政
無
線
で
午
後
９
時
か
ら
30
秒
間
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
す
ほ
か
、
地
元
消
防
団
が
呼
び
か
け
の
巡
回
を
行
い
ま
す
。

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
く
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
火
災
予
防
運
動

問
い
合
わ
せ　

	

企
画
財
政
課　
行
政
係（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
み
で
す
か
？

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅
火
災
を

早
期
発
見
し
、
火
災
か
ら
命
を
守
る
大
切

な
機
器
で
す
。
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1	
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

２	
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

３	

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４	

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ

た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
。

５	

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

６	

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

７	

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避

難
所
に
関
す
る
協
定

　

昭
寿
荘
、
ノ
イ
エ
ス
、
ひ
ば

り
苑
、
さ
ぽ
ー
と
昭
和
・
あ
お

ぞ
ら
、
み
ら
い
フ
ァ
ー
ム
、
な

な
い
ろ
そ
ら
の
家 

の
６
つ
の
高

齢
者
施
設
及
び
障
害
者
施
設
と

締
結
。
災
害
時
の
福
祉
避
難
所

と
し
て
、
要
援
護
者
等
の
受
け

入
れ
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
供
給
等
に
関
す
る
協
定

　

山
梨
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

甲
府
地
区
と
締
結
。
災
害
時
に

優
先
し
て
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
燃
料
機

器
な
ど
の
必
要
な
設
備
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
避
難
所
等
へ
迅

速
な
配
備
を
可
能
と
し
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧
が
期
待

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
応
急
活

動
の
協
力
に
関
す
る
協
定

　

山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
及
び

㈱
北
條
重
量
工
事
と
締
結
。
上

河
東
に
あ
る
北
條
重
量
工
事
の

敷
地
に
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
、
災

害
時
に
備
蓄
物
資
（
非
常
食
８
５
０

食
、
水
３
６
０
ℓ
、
シ
ャ
ベ
ル
10
本
、

毛
布
６
枚
等
）
を
地
域
住
民
へ
提

供
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
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町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
　あなたの身近な話題、お待ちしています♪
（企画財政課 広報担当 ☎ 275-8154、kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp）

まちのわだい

健康フェスタ 2017
　2月11日（土・祝）、総合会館で「健康フェスタ2017」が開
催されました。母子愛育会や食生活改善推進員会などの楽
しいコーナーが開かれ、多くの参加者でにぎわいました。

ロボコン全国最高賞受賞！
　広報 1 月号でも紹介したロボコンに出場の押原中学校自然科学
部の皆さん。1 月 21 日（土）に東京都で行われた「第 17 回全
国中学生創造ものづくり教育フェア創造アイデアロボットコンテ
スト全国大会」において、県大会、関東大会と快進撃を続けたチー
ム「TY フォース」が、参加した基礎部門トップとなる「全日本
中学校技術・家庭科研究会会長賞」を受賞しました。
　TY フォースは、1 年の山縣太郎さんと冨永悠陽さんのチーム。
勝負に臨んだロボットは、実は 7 台目の作品だったと言います。
自然科学部の仲間や顧問の石田宏先生とともに試行錯誤し、まさ
に部員全員が力を合わせ勝ち取った今回の最高賞。代表して訪れ
た山縣さんと冨永さんは、「基礎部門全国最高とはいえ全部門中
の最高賞を取れず悔しい」「来年は基礎・活用・応用の全３部門
の中で最高位となる文部科学大臣賞を目指したい！」と、闘志を
露わにし、より高みへの挑戦を決意していました。

笑和太鼓のオープニング演奏

　1月23日（月）、押原小学校で「行政相談出前教室」が行わ
れました。小学６年生は、社会の授業で「わたしたちの暮ら
しを支える行政」という学習をしています。日常生活と行政
の関わりについて、山梨評価事務所の方と行政相談委員の
田代孝さん（紙漉阿原）と佐野今朝男さん（西条二区）が、映
像やクイズ形式でわかりやすく説明していました。
　みなさん、困ったことがあったら行政相談委員に相談し
てみてください。行政相談は毎月第３水曜日午後１時から、
昭和町中央公民館で行っています。詳しくは企画財政課（☎
275-8154）まで。

行政相談出前教室

たこあげ大会 　1月21日（土）、子育てボランティアの会
主催の「第29回たこあげ大会」が開催され

ました。44年間も
凧
たこ

づくりを指導し
ているという、甲州
かるた凧保存会の
山本武夫さんを中
心に、昔懐かしい手
作りの凧を親子で
製作。午後には仕上
がった凧を手に、押
原中学校の校庭い
っぱいに、元気よく
凧を揚げました。

社会を明るくする作文発表
　2月7日（火）、中央市玉穂生涯学習館で「峡中保護区中学生作
文発表会」が開かれました。峡中地区（昭和・甲斐・中央）の各中
学校から2名が参加し、第66回社会を明るくする運動山梨県作
文コンテストの作文を発表しました。
　押原中学校の定金朋哉さんは、“勉強ができる子・スポーツ
ができる子”といった言葉や期待が、だんだんとストレスになっ
ていく様を「心のSOS」の題で取り上げ、『人はやりたいかやり
たくないかではなく、正しい

4 4 4

か正しくない
4 4 4 4 4

かで行動すれば道を
踏み外さない』と発表。また、松田里彩さんは、病気で施設に通う
ことになった祖母の話を、中学生の多感な感受性で捉えて「安心
して暮らせる未来」の題で力強く発表しました。

定
さだかね

金 朋
と も や

哉 さん 松
ま つ だ

田 里
り さ

彩 さん

男子バレー県３連覇！
　1 月 22 日（日）、「山梨県ジュニアバレーボール大会」
が行われました。大会２連覇中の押原中学校男子バレー
ボール部と女子バレーボール部は、大会 3 連覇をかけ
て、県内の強豪相手に奮戦。結果、男子バレーボール
部が、見事大会３連覇を果しました。女子バレーボー
ル部は、惜しくも優勝を逃しましたが3位入賞。「バレー
の昭和」を印象付ける好成績を収めました。

冨
とみなが

永 悠
ゆ う ひ

陽さん（左）
　　山

やまがた
縣 太

た ろ う
郎さん（右）

ベビーマッサージ すいとんおいし～ロコモ予防体操
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昭和町教育委員会（☎ 275-8631)

まな

はぐく

おし

　押原小学校（☎ 275-2053）　西条小学校（☎ 275-6100）　甲府昭和高校
　常永小学校（☎ 268-1111）　押原中学校（☎ 275-2040）　（☎ 275-6177）学 校　学校給食センター（☎ 275-5306）　町立図書館（☎ 275-7860）　杉浦醫院

　町立温水プール（☎ 275-9811）　総合体育館（☎ 275-1115）　（☎ 275-1400）
教育委員会
関 係 施 設

NO.214　 平成 29 年 3 月号

　

毎
年
恒
例
の
生
涯
学
習
課
主
催
の

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
教
室
は
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

機
会
と
な
る
よ
う
開
催
し
て
い
ま

す
。親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
は
、12
月
２

日
、小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
で
１
９
６
人
が
参
加
し
ま
し

た
。当
日
は
、指
導
員
の
指
導
を
受
け

た
後
は
自
由
滑
走
で
す
。親
子
で
た

の
し
そ
う
に
滑
走
し
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
を
開
催
し
ま

し
た

■ 

生
涯
学
習
課

冬
季
生
活
指
導
推
進
会
議

■ 

昭
和
町
民
会
議

　

町
民
会
議
で
は
、夏
休
み
と
冬
休

み
の
前
の
年
２
回
、町
内
の
小
中
学

校
と
高
等
学
校
で
の
指
導
の
状
況

や
、地
域
の
交
番
か
ら
の
お
話
を
聞

き
、研
修
会
等
を
行
う
中
で
、「
声
か

け
あ
い
さ
つ
運
動
」「
地
域
の
活
動

や
行
事
」な
ど
を
通
し
て
、大
人
と
子

ど
も
が
ふ
れ
あ
う
機
会
を
多
く
し
て

い
く
た
め
の
話
し
合
い
を
持
っ
て
い

ま
す
。

  

そ
の
う
ち
の
冬
季
生
活
指
導
推
進

会
議
が
多
数
の
役
員
の
出
席
の
も

と
、12
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

そ
こ
で
は
、冬
休
み
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
に
先
立
っ
て
、表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

◇「
家
庭
の
日
」作
文
・
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
表
彰
式
と
作
文
朗
読

  

合
計
5
2
3
点
の
応
募
が
あ
っ
た

「
家
庭
の
日
」「
青
少
年
を
育
む
日
」

作
文
・
ポ
ス
タ
ー
の
最
優
秀
賞
受
賞

者
７
名
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、そ
の

う
ち
の
作
文
の
部
最
優
秀
者
４
名
に

よ
る
作
文
の
朗
読
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ど
の
作
品
も
、家
族
へ
の
愛
情

や
、大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

の
あ
ふ
れ
た
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し

た
。

  

作
文
や
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

年
末
に
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
作
品

集
に
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く

だ
さ
い
。

　　

12
月
４
日
、冬
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
総
勢
51
人
で
富
士
急
ハ
イ
ラ

ン
ド
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。大
型
バ

ス
で
は
、六
年
生
が
主
体
と
な
り
ク

イ
ズ
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、五
・
六
年
生
は
友
達
と

一
緒
に
行
動
し
、そ
の
中
で
絶
叫
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
苦
手
な
友
達
に
配

慮
し
な
が
ら
行
動
す
る
思
い
や
り
を

見
る
こ
と
が
で
き
、成
長
を
感
じ
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

冬
の
富
士
急
と
い
え
ば
屋
外
の
ス

ケ
ー
ト
で
す
。見
事
に
晴
れ
た
空
の

下
、大
人
と
子
供
が
一
緒
に
は
し
ゃ

ぐ
姿
に
、見
て
い
る
こ
ち
ら
も
笑
顔

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
大
勢
の
保
護
者
と
参
加
し
、

少
し
距
離
を
置
い
て
子
供
た
ち
を
見

守
っ
て
頂
く
こ
と
で
子
供
た
ち
も
家

族
で
行
く
の
と
は
違
う
富
士
急
ハ
イ

ラ
ン
ド
を
楽
し
め
た
と
思
い
ま
し

た
。

受賞した皆さんと
　　　　受賞風景

活
動
紹
介　
上
河
東
区

　

一
年
間
は
早
い
も
の
で
す
。子
ど

も
た
ち
は
ま
と
め
の
月
に
入
り
、４

月
か
ら
始
ま
っ
た
給
食
も
小
学
校
は

３
月
21
日
に
、中
学
校
は
３
月
23
日

に
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

小
学
一
年
生
は
、給
食
を
各
ク
ラ

ス
で
協
力
し
て
配
膳
し
、残
さ
ず
食

べ
ら
れ
る
子
が
多
く
な
り
、４
月
か

ら
比
べ
る
と
、ひ
と
ま
わ
り
大
き
く

な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、他

の
学
年
に
つ
い
て
も
食
事
の
好
き
嫌

い
が
改
善
さ
れ
た
り
、食
べ
る
量
も

増
え
た
り
と
、食
に
対
し
て
の
成
長

が
見
ら
れ
ま
し
た
。中
学
三
年
生
は
、

給
食
を
食
べ
ら
れ
る
回
数
も
わ
ず

か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
度
の

給
食
は
、お
い
し
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
？

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、栄
養
士
の

先
生
方
を
中
心
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
の
提
供
を
前
提
に
、調

理
方
法
の
工
夫
や
コ
ス
ト
削
減
等
に

よ
り
、給
食
を
よ
り
安
価
に
提
供
す

る
こ
と
を
日
々
考
え
実
践
し
て
い
ま

す
。

　

本
町
と
し
ま
し
て
も
、子
育
て
支

援
施
策
の
一
環
と
し
て
、町
か
ら
の

補
助
は
食
材
料
費
全
体
の
約
２
割
を

捻
出
し
、近
隣
自
治
体
よ
り
保
護
者

負
担
金
を
安
価
に
設
定
し
て
い
ま

す
。給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
、

よ
り
安
全
で
お
い
し
い
給
食
が
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

毎
月
の
給
食
費
の
口
座
引
落
し

は
、平
成
28
年
度
よ
り
、４
月
か
ら
翌

年
２
月
ま
で
に
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。次
年
度
以
降
も
同
様
に
４
月
か

ら
引
落
し
に
な
り
ま
す
。口
座
か
ら

の
給
食
費
の
引
落
し
は
該
当
月
の
月

末
で
す
。残
高
不
足
に
よ
る
引
落
し

不
能
と
な
ら
な
い
よ
う
、そ
の
都
度

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
の
給
食
事
業
が
、さ
ら
に
充

実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
報
告
事
項

•	

平
成
28
年
度
末
教
職
員
等
人
事
異

動
説
明
会
に
つ
い
て　

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

 •

文
化
財
史
跡
め
ぐ
り
に
つ
い
て
他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
道
徳
及
び
英
語
に
係
わ
る「
学
習

の
あ
ゆ
み
・
指
導
要
録
」に
つ
い

て　

他

議
事（
協
議
事
項
）

•
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
お
け
る
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
つ
い
て　

他

◎	
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す

■ 

教
育
委
員
会

　
「
平
成
28
年
度
税
に
関
す
る
高
校

生
の
作
文
」コ
ン
ク
ー
ル
で
、本
校
一

年
生
の
石
澤
彩
花
さ
ん（
押
原
中
出

身
）が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
に
本
校
校
長
室
で
小
野

賢
二
甲
府
税
務
署
署
長
よ
り
、授
与

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
澤
さ
ん
が
書
い
た
作
文
は「
所

得
税
と
消
費
税
は
学
校
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
養
護
施
設
等
に
使
わ
れ
て

い
て
、と
て
も
重
要
な
の
で
、し
っ
か

り
と
私
た
ち
は
税
金
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。」と
い
う
内
容
で
し

た
。　

　

12
月
13
日
、「
英
語
教
育
強
化
地

域
拠
点
事
業
」の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、本
校
の
一
年
4
組
と
5
組

の
生
徒
が
昭
和
町
内
の
３
つ
の
小
学

校（
押
原
小
学
校
・
西
条
小
学
校
・

常
永
小
学
校
）を
訪
問
し
、六
年
生
児

童
と
英
語
の
交
流
授
業
を
行
い
ま

し
た
。小
学
生
4
名
か
ら
6
名
の
グ

ル
ー
プ
に
高
校
生
が
入
り
、自
己
紹

介
・
ク
イ
ズ
・
将
来
な
り
た
い
夢
・

高
校
生
に
自
由
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
に
つ
い
て
す
べ
て
英
語
で
会
話
を

し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

ま
し
た
。

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

石
澤
彩
花
さ
ん
が
優
秀
賞
!

今
年
度
の
給
食
も
あ
と
わ
ず
か

英
語
教
育
強
化
地
域
拠
点
事
業

小
高
連
携
授
業

給
食
費
を
納
入
く
だ
さ
い

■ 

給
食
セ
ン
タ
ー

■ 

甲
府
昭
和
高
校

右から内藤校長先生、石澤さん、小野署長、担任の小澤先生

   

交
通
安
全
を
願
っ
て

　

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
よ
り
、セ
ン
タ
ー
主
催
の「
コ

ス
モ
ス
花
見
会
」の
売
上
の
一
部

を
、交
通
安
全
横
断
旗
と
し
て
各
小

学
校
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

センター理事　五味様（左）
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